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①　事務事業の目的・内容

平成29年度 平成30年度 目標方向

1 1,489 1,381 ↑
2
3
4
5

0 1,650 0.25 1,650

0 0 0

事務事業Ｎｏ． 12- 1

事業名 労働諸費
会計
一般

施　策
賑わうまち 課名 産業課
働きがいのあるまちをつくる 係名 土地改良係
勤労者福祉と雇用の充実

主要施策
③勤労者福祉の充実

事業
目的 対象 住民

目的（対象がどのよ
うな状態になっている

か）

住民に身近で便利な共同福祉施設の運営をすることに
より、住民福祉の向上を図ります。

事業内容

東員共同福祉施設管理事務・・・施設の効率的な運営を実現するため、指定管理者制度を活用する。
東員共同福祉施設施設整備事務
　　　　　　　　　　　　・・・中長期整備計画に基づいた計画的改修により利用者の安全安心を
　　　　　　　　　　　　　　　図る。

②　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

指標

指標名 平成28年度 単位 平成31年（目標）

共同福祉施設利用件数 1,763 件 1,600

平成29年度（決算） 平成30年度（決算） 平成31年度（予算）

全体事業費（千円）A+B 3,324 9,337 48,349
財源
内訳

直接事業費Ａ 3,324 7,687 46,699
　　　　　うち一般財源 3,324 6,350 11,998
人件費（千円）B 0 1,650 1,650

内訳
一般職員（人・千円） 0.25

臨時職員（人・千円）

③　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善＜※主管課長記入＞

（１）事務事業についての評価及び今後の方向性

個別評価 必要性

今後の必要性 Ｂ必要性は変わらない 有効性

施設利用の向上、商工会と
の複合施設の改修調整（予
算、劣化等状況）

目標達成度 B達成できなかった

町関与の必要性 Ａ町が担うべき 効率性
対象者の適切性 Ａ対象者は適切である

コストの削減 Ｂ削減の余地がややある

②H３０年
度に実施
した取り
組み

指定管理者連絡協議会開催、指定管
理者の指定、施設備品の更新、施設
診断及び中長期計画の策定

④今後の改
善計画

他の公共施設との歩調を合わせた
使用料の見直し、町財政と商工会
財政を考慮した改修費の平準化及
び最小化

総合評価 Ⅱ　継　続（事業を現状どおり継続すべき）

（２）事務事業の業務改善について

①H３０年
度の改善
計画

③取組の課
題


